
平成２３年の自殺の状況について

内閣府自殺対策推進室

（資料２）





自殺者数の年次推移

月別自殺者数の推移
○平成23年は、５月に対前年比589人（約21.2％）増と急増したが、４～６月と８月を除き、前年同月の自殺者数を下回った。

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

（単位：人）

（単位：人）

資料：警察庁「自殺の概要資料」（平成23年の数値は暫定値）

○平成23年の自殺者数（30,584人：暫定値）は、対前年比1,106人（約3.5％）減。

○14年連続で３万人を超えたものの、３万１千人を下回るのは平成10年の急増以降初めて（14年ぶり）。
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男女別自殺者数と構成割合

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

○平成23年の自殺者数の男女別構成比をみると、男性が68.4％、女性が31.6％となっている。

○我が国における自殺者数の男女別構成比は、自殺者数が急増し３万人を超えた平成10年以降、男性が

７割を超える状況が続いていたが、14年ぶりに男性が７割を下回り、女性が３割を超える状況となった。
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男女別自殺者数月次推移

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

○平成23年は、５月に男女とも自殺者数が急増したが、特に女性は平成20年に月別自殺者数の集計を

開始して以降初めて１千人を上回った。

○平成23年は、男性の自殺者数は４月～６月及び８月を除き前年を下回ったが、女性の自殺者数は１月、

７月及び９月も前年を上回っており、春から秋にかけて前年よりも増加する傾向が続いた。
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年齢階級別自殺者数

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

○平成23年の年齢階級別の自殺者数の割合は前年とほぼ同様である。

○平成23年の自殺者総数は平成22年から減少しているが、年齢階級別に見ると、特に50歳代で593人

（10.0％）、60歳代で376人（6.4％）と大きく減少している。

○一方、20歳未満及び20歳代では、それぞれ69人（12.5％）、52人（1.6％）と、若者の自殺が増加している。

20歳未満 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 不詳 合計
平成22年 552 3,240 4,596 5,165 5,959 5,908 3,673 2,401 196 31,690
平成23年 621 3,292 4,448 5,040 5,366 5,532 3,681 2,418 186 30,584
対前年増減数
〈23-22〉

69 52 -148 -125 -593 -376 8 17 -10 -1,106

対前年増減率
〈23-23〉

12.5% 1.6% -3.2% -2.4% -10.0% -6.4% 0.2% 0.7% -5.1% -3.5%

4



職業別自殺者数

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

○平成23年の職業別自殺者数は、前年と同様、無職が最も多く、次いで被雇用者・勤め人、自営業者・

家族従事者の順となっている。

○無職の内訳を見ると、自殺者総数が平成22年から減少しているにもかかわらず、学生・生徒等の自殺者

数は100人（10.8％）増加している。

平成22年 2,738 8,568 19,601 928 18,673 2,336 1,990 6,068 8,151 783 31,690
平成23年 2,686 8,190 19,037 1,028 18,009 2,361 1,820 5,873 7,828 671 30,584
対前年増減数
〈23-22〉

-52 -378 -564 100 -664 25 -170 -195 -323 -112 -1,106

対前年増減率
〈23-22〉

-1.9% -4.4% -2.9% 10.8% -3.6% 1.1% -8.5% -3.2% -4.0% -14.3% -3.5%
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原因・動機別自殺者数

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

○平成23年の原因・動機別自殺者数をみると、前年と同様、健康問題が最も多く、次いで経済・生活問題、

家庭問題、勤務問題、男女問題、学校問題の順となっている。

○健康問題、経済・生活問題は微減し、家庭問題、勤務問題、男女問題、学校問題が微増している。

（人）

注）遺書等の自殺を裏付ける資料により明らかに推定できる
原因・動機を自殺者一人につき３つまで計上可能としたため、
原因・動機特定者の原因・動機別の和と原因・動機特定者数
とは一致しない。

総数
原因・動機
特定者

原因・動機
不特定者

平成22年 31,690 23,572 8,118
構成比 100.0% 74.4% 25.6%
平成23年 30,584 22,529 8,055
構成比 100.0% 73.7% 26.3%
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都道府県別自殺者数

（人）

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

○平成23年の都道府県別の自殺者数をみると、前年に比べ、東京都、愛知県、福岡県など12都県で増加し

ているが、その他の道府県では横ばい又は減少している。

○北海道から関東地方北部及び近畿から中国地方にかけて減少している道府県が多い。
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都道府県別自殺死亡率

○平成23年の都道府県別の自殺者死亡率をみると、中部から北陸地方、四国地方などで前年に比べ高くなる

か横ばいとなった県が多い。しかし、前年に比べて２ポイントを超えて上昇した都道府県はみられない。

○32道府県では前年に比べ自殺死亡率は低下しており、特に宮城県、山梨県、岩手県、奈良県、山形県、

佐賀県では４ポイント以上低下している。

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

人口は、平成22年10月1日現在で算定（平成23年10月26日に公表された総務省「平成22年国勢調査人口等基本集計結果」に基づく）
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都道府県別自殺者数、自殺死亡率

資料：警察庁「自殺の概要資料」及び「平成23年の月別の自殺者数について」（平成23年は暫定値）

人口は、平成22年10月1日現在で算定（平成23年10月26日に公表された総務省「平成22年国勢調査人口等基本集計結果」に基づく） 9


